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大
妻
女
子
大
学
紀
要
―
文
系
―
第
五
十
一
号
、
平
成
三
十
一
（
二
〇
一
九
）
年
三
月
明
治
期
地
方
文
章
会
の
活
動
（
一
）
福
島
県
喜
多
方
市
「
作
文
会
」「
文
学
攻
究
会
」
概
要
木
戸
雄
一
キー
ワ
ー
ド
地
方
文
学
、
回
覧
誌
、
文
章
会
、
結
社
、
青
年
一
は
じ
め
に
本
稿
は
、
一
八
九
八
〔
明
治
三
一
〕
年
八
月
か
ら
一
九
〇
四
〔
明
治
三
七
〕
年
二
月
ま
で
、
福
島
県
耶
麻
郡
関
柴
村
（
現
喜
多
方
市
）
で
活
動
し
て
い
た
「
作
文
会
」
お
よ
び
、
そ
の
後
身
で
あ
る
「
文
学
攻
究
会
」
の
活
動
を
、
会
の
運
営
と
い
う
観
点
か
ら
概
観
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
会
は
、
関
柴
村
と
そ
の
近
在
の
高
等
小
学
校
卒
の
青
年
ら
に
よ
っ
て
組
織
さ
れ
て
い
た
。
明
治
期
に
各
地
に
生
ま
れ
た
、
文
章
の
訓
練
を
主
要
な
目
的
と
す
る
会
の
一
つ
で
あ
る
。
多
く
の
会
が
そ
う
で
あ
っ
た
よ
う
に
、
こ
の
会
も
肉
筆
の
文
章
回
覧
誌
を
中
心
に
運
営
さ
れ
る
、
地
域
青
年
の
小
規
模
な
集
ま
り
で
あ
っ
た
。
稿
者
は
す
で
に
本
会
の
中
心
人
物
の
一
人
、
風
間
悌
三
（
愛
菫
）
の
文
章
を
集
め
た
『
愛
菫
遺
稿
』
上
下
二
冊
を
翻
刻
し
て
お
り
、
そ
の
際
に
本
会
の
概
要
と
関
係
資
料
の
所
在
に
つ
い
て
報
告
し
た
。
本
会
の
資
料
は
、
も
う
一
人
の
中
心
人
物
菊
池
研
介
（
風
月
庵
可
香
）
が
残
し
た
資
料
が
、
福
島
県
立
図
書
館
と
菊
池
家
に
所
蔵
さ
れ
て
お
り
、
さ
ら
に
会
員
舩
城
雄
儀
（
寛
秀
）
関
連
の
資
料
が
、
舩
城
家
の
所
蔵
と
な
っ
て
い
た
。
こ
の
う
ち
、
菊
池
家
所
蔵
資
料
が
、
近
年
、
福
島
県
立
図
書
館
に
一
括
し
て
寄
贈
さ
れ
た
（
「
深
山
の
花
」
L
910.5/
M
7/
1）
。
菊
池
家
旧
蔵
資
料
は
会
の
運
営
資
料
を
含
ん
で
お
り
、
こ
れ
に
よ
っ
て
作
文
会
、
文
学
攻
究
会
の
活
動
の
か
な
り
の
部
分
を
把
握
で
き
る
。
明
治
期
の
地
方
農
村
の
文
章
会
が
ど
の
よ
う
に
活
動
し
て
い
た
の
か
、
本
稿
で
は
そ
の
一
端
を
明
ら
か
に
し
た
い
。
二
資
料
の
概
要
最
初
に
、「
作
文
会
」「
文
学
攻
究
会
」
資
料
と
そ
の
関
連
資
料
を
整
理
し
て
お
く
。
福
島
県
立
図
書
館
に
当
初
所
蔵
さ
れ
て
い
た
資
料
は
、
菊
池
研
介
没
後
に
い
っ
た
ん
散
逸
し
た
菊
池
家
旧
蔵
資
料
の
一
部
が
、
一
九
三
三
〔
昭
和
八
〕
年
に
同
館
の
有
と
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。
先
述
の
『
愛
菫
遺
稿
』
の
ほ
か
、
会
津
地
方
の
郷
土
史
家
の
草
分
け
で
あ
っ
た
菊
池
の
稿
本
類
が
収
め
ら
れ
た
。
そ
れ
ら
を
含
め
た
菊
池
の
著
作
に
関
し
て
は
す
で
に
菅
野
俊
之
に
よ
る
解
題 （１
）が
あ
る
が
、
そ
の
中
で
「
作
文
会
」「
文
学
攻
究
会
」
に
関
わ
る
資
料
は
次
の
も
の
で
あ
る
。
『
愛
菫
遺
稿
』
上
下
二
巻
（
L
918.6/
K
1/
1
1,
2）
『
葎
菴
文
集
』（
L
816/
K
1/
1）
明
治
期
地
方
文
章
会
の
活
動
（
一
）
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『
以
呂
波
目
録
文
学
部
』（
L
029.9/
K
1/
1）
『
以
呂
波
目
録
雑
書
部
』（
L
029.9/
K
1/
2）
『
以
呂
波
目
録
』
上
下
（
L
029.9/
K
1/
3
1,
2）
『
花
鳥
風
月
菴
文
庫
類
別
目
録
』
壹
～
質
（
L
029.9/
K
1/
5
1～
7）
『
花
鳥
風
月
菴
文
庫
古
書
目
録
』（
L
029.9/
K
1/
4）
『
葎
菴
文
集
』
は
一
九
〇
四
〔
明
治
三
七
〕
年
か
ら
一
九
二
四
〔
大
正
一
三
〕
年
ま
で
の
菊
池
の
文
章
を
本
人
が
精
選
し
た
も
の
で
あ
り
、
菊
池
の
文
業
や
回
想
な
ど
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
『
以
呂
波
目
録
文
学
部
』
以
下
の
目
録
は
、
菊
池
が
蔵
書
を
も
と
に
開
設
し
公
開
し
た
「
花
鳥
風
月
文
庫
」
の
目
録
で
あ
る
。
こ
の
文
庫
発
足
の
き
っ
か
け
は
、
「
文
学
攻
究
会
」
回
覧
誌
上
で
の
書
物
融
通
を
め
ぐ
る
や
り
と
り
だ
っ
た
。
ま
た
こ
れ
は
、
明
治
期
か
ら
大
正
期
の
個
人
蔵
書
の
変
遷
を
た
ど
る
こ
と
が
で
き
る
目
録
で
も
あ
る
。
こ
れ
ら
の
資
料
に
、
新
た
に
菊
池
家
旧
蔵
資
料
が
加
わ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
資
料
は
次
の
三
種
に
大
ま
か
に
分
類
さ
れ
る
。
回
覧
誌
、
『
愛
菫
遺
稿
』
等
を
編
纂
す
る
際
に
綴
り
を
解
か
れ
た
回
覧
誌
の
断
片
、
そ
し
て
会
の
運
営
資
料
で
あ
る
。
さ
ら
に
断
片
は
、
完
全
に
一
枚
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
も
の
、
一
部
の
綴
じ
が
残
さ
れ
て
一
連
と
確
認
で
き
る
も
の
、
お
よ
び
そ
れ
ら
を
再
度
取
り
集
め
て
合
綴
し
た
冊
子
の
三
種
が
あ
る
。
以
下
が
そ
の
内
訳
で
あ
る
が
、
完
本
は
完
、一
枚
も
の
の
断
片
は
断
、綴
り
等
で
一
連
の
も
の
と
わ
か
る
も
の
は
残
、取
り
集
め
ら
れ
て
冊
子
の
形
で
再
合
綴
さ
れ
た
も
の
は

再
の
記
号
を
付
す
。
な
お
、
断
が
四
つ
の
ま
と
ま
り
に
な
っ
て
い
る
の
は
、
資
料
の
残
存
状
況
で
と
り
あ
え
ず
一
連
の
も
の
と
見
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
回
覧
誌
『
文
の
千
草
』
三
六
号
完

『
文
の
千
草
』
二
五
号
完

『
深
山
の
花
』
二
巻
四
号
残

『
深
山
の
花
』
二
巻
五
号
残

『
深
山
の
花
』
二
巻
六
号
残

『
深
山
の
花
』
三
巻
一
号
残

断
片
噫
無
情
／
念
仏
生
残

（『
文
の
友
』
ほ
か
）
断

（『
文
の
千
草
』
八
号
表
紙
ほ
か
）
断

（
質
疑
応
答
ほ
か
）
断

（
会
告
ほ
か
）
断

（『
文
の
千
草
』）
再

（『
深
山
の
花
』・『
文
の
千
草
』）
再

（『
深
山
の
花
』）
再

（
風
月
庵
作
品
合
綴
）
再

運
営
資
料
会
員
名
簿
会
費
領
収
簿
／
明
治
三
十
一
年
十
月
以
降
／
文
乃
友
（
千
草
）
編
纂
係
完

※
設
立
時
の
会
計
簿
。
「
文
乃
友
」
の
「
友
」
が
抹
消
さ
れ
「
千
草
」
に
改
め
ら
れ
て
い
る
。
会
員
名
簿
会
費
領
収
簿
／
明
治
三
十
一
年
十
月
以
降
／
作
文
会
文
の
千
草
編
集
員
完

会
員
人
名
会
費
領
収
支
出
金
費
簿
／
明
治
三
十
四
年
度
／
作
文
会
文
之
千
草
編
集
員
完

会
員
名
簿
甲
号
会
計
簿
甲
号
／
文
学
攻
究
会
完

※
三
五
・
三
六
年
度
会
計
簿
投
書
控
簿
甲
号
／
明
治
三
十
五
年
一
月
以
降
／
文
学
攻
究
会
完

※
『
深
山
の
花
』
一
巻
一
号
以
降
の
投
稿
作
品
名
・
投
稿
者
名
・
投
稿
年
月
日
の
帳
簿
雑
書
綴
／
伊
藤
完

―116― （116）
※
退
会
届
と
引
渡
書
舩
城
家
所
蔵
の
も
の
を
除
い
て
、
完
全
な
形
で
残
っ
て
い
る
回
覧
誌
は
『
文
の
千
草
』
二
五
号
と
三
六
号
の
み
で
あ
る
。
『
深
山
の
花
』
の
残
存
分
は
、
い
く
つ
か
の
作
品
が
抜
き
と
ら
れ
た
状
態
と
な
っ
て
い
る
。
断
片
に
は
、
会
が
活
動
し
て
い
た
時
期
全
体
に
わ
た
る
作
品
が
残
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
刊
記
が
記
さ
れ
た
回
覧
誌
の
表
紙
や
、
会
の
運
営
に
関
わ
る
情
報
が
記
さ
れ
た
「
会
告
」
が
多
く
残
存
し
て
お
り
、
回
覧
誌
の
発
行
状
況
と
活
動
状
況
が
、
完
全
で
は
な
い
ま
で
も
確
認
で
き
る
。
断
片
に
関
し
て
は
、
今
後
精
査
し
て
解
題
を
作
成
す
る
予
定
で
あ
る
。
運
営
資
料
は
、
会
員
名
簿
お
よ
び
会
費
領
収
簿
が
設
立
当
初
か
ら
休
会
ま
で
四
冊
あ
る
。
こ
の
う
ち
「
明
治
三
十
一
年
十
月
以
降
」
と
あ
る
も
の
が
二
冊
あ
る
が
、
回
覧
誌
の
最
初
の
名
称
で
あ
る
『
文
の
友
』
と
記
さ
れ
た
帳
簿
が
最
も
古
い
も
の
と
推
定
で
き
る
。
記
載
さ
れ
て
い
る
会
員
や
領
収
簿
に
若
干
の
違
い
が
あ
る
。
一
方
、
舩
城
家
所
蔵
資
料
は
、
風
間
悌
三
と
仙
台
入
営
中
に
知
り
合
っ
た
舩
城
雄
儀
が
所
蔵
し
て
い
た
資
料
で
あ
る
。
舩
城
と
風
間
の
文
集
『
兵
窓
漫
筆
』
、
お
よ
び
舩
城
歓
迎
の
意
味
合
い
を
持
っ
た
回
覧
誌
『
深
山
の
花
』
臨
時
増
刊
で
あ
る
。
詳
細
は
舩
城
俊
太
郎
「
出
現
し
た
、
百
年
前
の
地
方
文
学
の
作
品
群
そ
の
経
緯
と
、
ま
ず
は
詩
文
集
『
兵
窓
漫
筆
』
・
回
覧
雑
誌
『
深
山
の
花
臨
時
増
刊
』
お
よ
び
『
愛
菫
遺
稿
』
に
つ
い
て
」
（
『
人
文
科
学
研
究
』
一
〇
八
輯
、
二
〇
〇
二
年
三
月
）
に
報
告
が
あ
る
。
三
会
員
会
員
は
中
途
入
会
者
お
よ
び
退
会
者
を
含
め
三
十
四
名
が
確
認
で
き
る
。
以
下
入
会
順
に
会
員
を
並
べ
る
（
同
期
入
会
は
五
十
音
順
、
職
名
は
会
員
当
時
の
も
の
、
（
）
内
は
雅
号
、
※
は
注
記
）。
最
初
の
「
作
文
会
」
は
風
間
、
菊
池
ら
に
よ
っ
て
一
八
九
八
〔
明
治
三
一
〕
年
八
月
に
発
足
し
た
。
同
年
九
月
に
は
回
覧
誌
の
発
行
が
始
め
ら
れ
、
十
月
か
ら
は
十
二
名
の
会
費
の
徴
収
記
録
が
あ
る
。
八
月
発
足
時
の
会
員
も
こ
の
十
二
名
か
そ
の
う
ち
の
何
名
か
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
左
記
で
「
明
治
三
一
年
一
〇
月
入
会
」
と
し
た
会
員
は
、
徴
収
簿
に
記
載
が
始
ま
っ
た
年
月
を
採
用
し
て
い
る
が
、
八
月
あ
る
い
は
九
月
入
会
の
者
も
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
五
十
嵐
昌
喜
（
春
廼
舎
主
人
・
凉
風
・
清
香
）
明
治
三
一
・
一
〇
入
会
関
柴
村
役
場
書
記
※
肝
家
・
関
柴
村
村
会
議
員
（
大
正
一
四
・
五
・
二
九
～
昭
和
八
・
五
・
二
九
）
伊
藤
喜
一
郎
（
藤
の
舎
）
明
治
三
一
・
一
〇
入
会
平
林
尋
常
小
学
校
授
業
雇
・
同
校
准
訓
導
・
農
業
※
肝
家
・
関
柴
村
収
入
役
（
明
治
四
五
・
四
～
大
正
五
・
四
）
菊
池
安
記
（
花
月
庵
陰
人
・
好
文
）
明
治
三
一
・
一
〇
入
会
※
関
柴
村
村
会
議
員
（
明
治
四
三
・
七
・
一
一
～
大
正
二
・
五
・
二
九
）
菊
池
研
介
（
風
月
庵
陰
人
・
可
香
）
明
治
三
一
・
一
〇
入
会
平
林
尋
常
小
学
校
准
訓
導
・
第
二
十
九
聯
隊
入
営
（
明
治
三
一
・
一
二
～
三
四
・
一
二
）・
福
島
県
師
範
学
校
乙
種
講
習
科
（
明
治
三
六
・
四
～
一
〇
）・
日
露
戦
争
応
召
（
看
護
卒
）
※
耶
麻
郡
小
学
校
准
教
員
講
習
科
卒
業
・
熊
倉
尋
常
高
等
小
学
校
尋
常
科
訓
導
（
大
正
二
）・
大
正
三
年
退
職
・
関
柴
村
在
郷
軍
人
会
分
会
長
・
郷
土
史
家
。
父
菊
池
研
吾
は
俳
人
で
収
入
役
の
ち
助
役
・
当
会
回
覧
誌
に
客
員
格
で
俳
句
な
ど
を
掲
載
。
風
間
悌
三
（
愛
菫
・
春
峯
・
文
廼
舎
主
人
）
明
治
三
一
・
一
〇
入
会
平
林
尋
常
小
学
校
授
業
雇
・
第
二
十
九
聯
隊
入
営
（
明
治
三
二
・
一
二
～
三
五
・
一
二
） ・
日
露
戦
争
に
応
召
・
戦
死
に
よ
り
歩
兵
上
等
卒
※
当
初
は
養
家
の
小
林
姓
を
名
乗
る
。
養
父
小
林
久
摩
吉
は
助
役
の
ち
村
長
。
明
治
期
地
方
文
章
会
の
活
動
（
一
）
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耶
麻
郡
小
学
校
准
教
員
講
習
科
卒
業
。
宇
津
木
順
吾
明
治
三
一
・
一
〇
入
会
河
沼
郡
川
西
尋
常
小
学
校
（
教
員
・
身
分
不
明
）・
熊
倉
尋
常
小
学
校
（
同
上
）
※
岩
月
尋
常
小
学
校
訓
導
（
大
正
二
）
佐
藤
佐
吉
（
嘯
風
耕
史
・
白
菊
・
紫
芳
・
秋
峯
）
明
治
三
一
・
一
〇
入
会
平
林
尋
常
小
学
校
准
訓
導
・
福
島
県
師
範
学
校
簡
易
科
※
北
山
尋
常
小
学
校
訓
導
兼
校
長
（
大
正
二
）
・
関
柴
村
村
会
議
員
（
大
正
一
〇
・
五
・
二
九
～
一
四
・
五
・
二
九
）
・
関
柴
村
村
長
（
大
正
一
三
・
一
～
昭
和
二
一
・
一
一
）
原
恒
八
（
春
窓
）
明
治
三
一
・
一
〇
入
会
農
業
原
春
次
（
愛
柳
生
）
明
治
三
一
・
一
〇
入
会
農
業
※
関
柴
村
村
会
議
員
（
昭
和
八
・
五
・
二
九
～
一
二
・
五
・
二
九
、
昭
和
一
七
～
二
二
・
四
・
三
〇
）
渡
部
新
多
明
治
三
一
・
一
〇
入
会
農
業
宇
津
味
晴
記
（
イ
ス
ユ
ー
）
明
治
三
一
・
一
〇
入
会
農
業
宇
津
木
忠
次
郎
（
錦
龍
生
・
福
柳
・
柳
福
山
人
）
明
治
三
一
・
一
〇
入
会
、
明
治
三
五
・
六
退
会
農
業
・
朝
鮮
京
城
に
留
学
※
朝
鮮
留
学
は
同
郷
の
京
城
学
堂
教
諭
宇
津
木
勢
八
の
縁
に
よ
る
か
。
山
田
留
松
（
ワ
イ
テ
ー
）
明
治
三
一
・
一
〇
入
会
農
業
五
十
嵐
昌
造
明
治
三
一
・
一
二
入
会
第
二
十
九
聯
隊
入
営
※
五
十
嵐
昌
喜
の
弟
穴
澤
清
太
郎
（
農
進
堂
史
人
・
風
来
生
）
明
治
三
一
・
一
二
入
会
農
業
※
関
柴
村
助
役
（
大
正
六
・
一
二
～
昭
和
八
・
一
二
）
・
関
柴
村
村
会
議
員
（
大
正
一
四
・
五
・
二
九
～
昭
和
四
・
五
・
二
九
）
佐
藤
藤
吾
（
愛
読
生
・
風
流
仙
人
・
藤
花
吟
詠
庵
）
明
治
三
二
・
一
入
会
、
明
治
三
二
・
一
一
退
会
農
業
・
日
露
戦
争
出
征
（
勲
八
等
旭
日
章
・
歩
兵
一
等
卒
）
井
上
国
太
郎
（
小
杜
愛
水
？
）
明
治
三
二
・
六
入
会
「
硯
友
会
」
会
員
宇
津
木
忠
介
（
飄
遊
生
・
椿
堂
）
明
治
三
二
・
七
入
会
坂
下
町
高
橋
医
院
・
農
業
・
関
西
学
院
学
生
※
宇
津
木
忠
次
郎
の
弟
・
宇
津
木
定
衛
の
兄
。
の
ち
キ
リ
ス
ト
同
信
会
伝
道
者
・
修
養
団
員
・
北
海
道
江
差
柏
樹
尋
常
高
等
小
学
校
教
員
・
修
養
団
江
差
支
部
幹
事
安
部
好
八
（
登
山
一
歩
）
明
治
三
二
・
一
一
入
会
、
明
治
三
五
・
六
・
二
五
退
会
関
柴
村
役
場
収
入
役
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※
関
柴
村
村
会
議
員
（
大
正
六
・
五
・
二
九
～
一
四
・
五
・
二
九
）
宇
津
木
八
百
八
明
治
三
二
・
三
入
会
、
明
治
三
三
・
三
・
二
五
退
会
農
業
大
竹
利
喜
衛
明
治
三
二
・
一
一
入
会
、
三
七
・
二
・
六
退
会
農
業
※
関
柴
村
村
会
議
員
（
昭
和
八
・
五
・
二
九
～
一
二
・
五
・
二
九
、
昭
和
一
七
～
二
二
・
四
・
三
〇
）
山
田
八
百
吉
明
治
三
三
・
一
入
会
農
業
・
日
露
戦
争
出
征
（
叙
勲
八
等
旭
日
章
功
七
級
金
鵄
勲
章
・
歩
兵
上
等
兵
）
山
本
豊
記
明
治
三
三
・
四
入
会
、
明
治
三
七
・
一
か
二
退
会
「
硯
友
会
」
会
員
か
・
北
山
尋
常
小
学
校
教
員
・
喜
多
方
税
務
署
・
若
松
煙
草
専
支
局
局
員
※
熊
倉
村
村
長
（
昭
和
一
三
・
六
～
二
一
・
九
）
東
条
真
寿
明
治
三
三
・
四
入
会
「
硯
友
会
」
会
員
か
※
肝
家
・
藤
樹
学
の
家
小
林
民
次
明
治
三
三
・
四
以
降
入
会
か
農
業
藤
城
祐
勝
明
治
三
三
・
四
以
降
入
会
か
、
明
治
三
七
・
一
・
二
〇
退
会
農
業
※
法
印
家
（
大
仏
山
不
動
院
）
五
十
嵐
清
明
治
三
三
・
四
以
降
入
会
か
平
林
尋
常
小
学
校
授
業
雇
大
森
善
次
郎
明
治
三
四
・
五
入
会
小
林
庄
吉
明
治
三
四
・
五
入
会
宇
津
味
初
吉
明
治
三
四
・
五
入
会
舩
城
雄
儀
（
寛
秀
）
明
治
三
五
・
一
一
頃
入
会
か
、
明
治
三
六
・
九
・
一
〇
退
会
大
沼
郡
川
口
村
農
業
・
日
露
戦
争
に
応
召
し
戦
死
※
第
二
十
九
聯
隊
入
営
中
に
風
間
悌
三
と
知
り
合
う
。
宇
津
木
定
衛
（
柳
月
庵
）
明
治
三
六
・
四
入
会
平
林
尋
常
小
学
校
准
訓
導
・
農
業
・
斎
藤
塾
塾
生
※
宇
津
木
忠
次
郎
・
宇
津
木
忠
介
の
弟
。
耶
麻
郡
小
学
校
准
教
員
講
習
科
卒
業
・
猪
苗
代
尋
常
高
等
小
学
校
尋
常
科
訓
導
（
大
正
二
）
宇
津
木
多
一
（
香
雪
）
明
治
三
六
・
四
入
会
河
沼
郡
川
西
尋
常
小
学
校
教
員
（
身
分
不
明
）
※
修
養
団
福
島
県
師
範
学
校
支
部
団
員
（
明
治
四
四
）
・
修
養
団
員
と
し
て
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
に
渡
航
し
ホ
テ
ル
の
使
用
人
を
し
な
が
ら
伝
道
活
動
。
鈴
木
源
松
（
松
月
生
）
明
治
三
六
・
八
入
会
※
関
柴
村
村
会
議
員
（
大
正
六
・
五
・
二
九
～
一
〇
・
五
・
二
九
）
会
員
の
職
業
は
農
業
、
教
員
が
中
心
で
、
役
場
職
員
も
い
る
。
後
述
す
る
よ
う
に
、
こ
の
会
は
高
等
小
学
校
卒
業
を
入
会
条
件
と
し
て
い
た
。
こ
の
時
期
、
近
隣
に
は
会
津
中
学
し
か
な
く
、
喜
多
方
高
等
小
学
校
卒
業
は
地
域
の
中
で
は
高
学
歴
に
属
す
る
。
家
柄
も
村
の
三
役
や
寺
が
含
ま
れ
、
彼
ら
の
多
く
が
そ
の
後
大
正
、
明
治
期
地
方
文
章
会
の
活
動
（
一
）
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昭
和
戦
前
期
に
か
け
て
村
会
議
員
や
村
の
三
役
を
つ
と
め
た
。
関
柴
村
村
長
と
、
隣
村
の
熊
倉
村
村
長
も
輩
出
し
て
い
る
。
こ
の
文
章
会
に
集
っ
た
青
年
達
が
、
戦
前
期
ま
で
の
農
村
を
主
導
し
た
の
で
あ
る
。
教
員
も
多
い
が
、
福
島
県
尋
常
師
範
学
校
（
四
年
制
）
に
進
学
し
た
者
は
い
な
い
。
こ
の
時
期
の
福
島
県
尋
常
師
範
学
校
生
徒
募
集
規
則
で
は
、
耶
麻
郡
か
ら
の
募
集
は
八
名
と
な
っ
て
お
り
、
郡
戸
長
か
ら
の
推
薦
に
よ
る
入
学
者
（
第
一
種
）
は
師
範
学
校
入
学
生
一
八
〇
名
中
一
二
〇
名
に
及
ん
で
い
た
。
入
学
試
験
に
よ
る
入
学
（
第
二
種
）
は
き
わ
め
て
狭
き
門
で
あ
っ
た
。
一
方
で
小
学
校
教
員
は
慢
性
的
に
不
足
し
て
お
り
、
小
学
校
准
教
員
講
習
科
か
ら
小
学
校
教
員
検
定
試
験
に
合
格
し
て
准
教
員
に
な
る
と
い
う
コ
ー
ス
（
菊
池
研
介
・
伊
藤
喜
一
郎
・
佐
藤
佐
吉
・
風
間
愛
菫
、
風
間
は
教
員
検
定
試
験
に
不
合
格
）
が
あ
り
、
さ
ら
に
尋
常
科
小
学
校
正
教
員
の
免
許
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
福
島
県
尋
常
師
範
学
校
簡
易
科
（
佐
藤
佐
吉
）
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
現
職
教
育
の
場
と
し
て
福
島
県
尋
常
師
範
学
校
内
に
講
習
科
が
あ
っ
た
。
耶
麻
郡
で
は
年
二
名
の
募
集
が
あ
り
、
六
ヶ
月
の
修
業
年
限
を
要
し
、
尋
常
科
小
学
校
正
教
員
の
免
許
を
得
る
ス
テ
ッ
プ
と
す
る
こ
と
が
で
き
た
（
菊
池
研
介 （
２
））
。
会
の
活
動
の
中
で
、
古
典
文
の
抜
粋
、
文
法
や
語
彙
の
批
評
や
質
疑
応
答
、
数
学
の
質
疑
応
答
な
ど
に
熱
心
だ
っ
た
の
は
、
教
員
検
定
試
験
や
簡
易
科
、
講
習
科
へ
の
進
学
を
控
え
た
会
員
た
ち
だ
っ
た
。
当
会
回
覧
誌
投
稿
文
の
大
き
な
柱
の
一
つ
で
あ
る
訓
詁
釈
は
、
授
業
雇
か
ら
准
教
員
、
そ
し
て
正
教
員
へ
と
い
う
「
立
身
」
に
必
要
な
知
識
で
あ
っ
た
。
も
う
一
つ
興
味
深
い
の
は
、
出
郷
者
で
あ
る
。
特
に
、
宇
津
木
忠
次
郎
、
宇
津
木
忠
介
、
宇
津
木
多
一
の
三
名
は
、
朝
鮮
や
関
西
学
院
へ
の
遊
学
、
キ
リ
ス
ト
同
信
会
へ
の
入
会
、
修
養
団
へ
の
入
団
、
修
養
団
活
動
の
一
環
と
し
て
の
北
海
道
や
ア
メ
リ
カ
へ
の
移
住
な
ど
、
異
彩
を
放
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
同
郷
で
、
お
そ
ら
く
は
縁
戚
関
係
に
あ
る
宇
津
木
勢
八
と
の
関
係
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
宇
津
木
勢
八
は
、
福
島
尋
常
師
範
学
校
卒
、
福
島
女
子
師
範
学
校
教
員
等
を
経
て
東
京
で
海
老
名
弾
正
か
ら
バ
プ
テ
ス
マ
を
受
け
る （３
）。
そ
の
後
、
大
日
本
海
外
教
育
会
の
朝
鮮
進
出
拠
点
と
な
っ
た
「
日
語
学
校
」
京
城
学
堂
（
一
八
九
六
〔
明
治
二
九
〕
年
～
一
九
〇
六
〔
明
治
三
九
〕
年
）
唯
一
の
日
本
人
「
教
諭
」
と
し
て
、
実
質
的
に
は
「
教
頭
」
の
役
割
を
担
っ
て
い
た （４
）。
『
愛
菫
遺
稿
』
下
の
「
平
林
村
雑
観
」
に
は
「
宇
津
木
勢
八
氏
＝
本
県
師
範
学
校
出
身
ニ
シ
テ
博
学
多
識
教
育
界
ニ
其
名
高
シ
、
現
今
朝
鮮
ノ
最
高
学
校
ニ
在
リ
教
鞭
ヲ
執
ラ
ル
前
途
多
望
ノ
士
ナ
リ
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
や
が
て
勢
八
は
キ
リ
ス
ト
教
の
朝
鮮
伝
道
者
乗
松
雅
休
と
出
会
い
、
一
九
〇
三
〔
明
治
三
六
〕
年
頃
に
組
合
教
会
か
ら
離
れ
て
同
信
会
に
加
わ
り
、
キ
リ
ス
ト
教
の
朝
鮮
伝
道
に
力
を
注
ぐ （５
）。
勢
八
は
そ
の
後
、
耶
麻
郡
出
身
の
蓮
沼
門
三
に
同
調
し
て
社
会
教
育
団
体
で
あ
る
修
養
団
の
活
動
に
も
加
わ
る
。
特
に
、
朝
鮮
、
満
州
で
の
修
養
団
活
動
に
積
極
的
に
関
わ
っ
た
。
宇
津
木
忠
次
郎
は
「
青
年
ノ
腐
敗
ニ
就
テ
大
ニ
慨
嘆
セ
ラ
レ
本
村
ニ
一
ノ
学
術
研
究
会
ヲ
設
立
シ
風
儀
頽
敗
ヲ
矯
正
セ
ン
ト
鋭
意
計
画
セ
ラ
ル
」（「
本
誌
投
書
家
（
二
）
」
『
愛
菫
遺
稿
』
下
）
と
い
う
地
域
青
年
の
修
養
や
矯
正
に
積
極
的
な
人
物
だ
っ
た
が
、
朝
鮮
に
留
学
す
る
。
こ
れ
に
は
京
城
学
堂
の
勢
八
の
縁
が
考
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
宇
津
木
忠
介
は
坂
下
町
の
病
院
の
養
子
と
し
て
医
学
を
志
し
て
い
た
が
、
病
の
た
め
に
挫
折
し
、
い
っ
た
ん
帰
郷
し
た
後
、
関
西
学
院
に
入
学
す
る
。
や
が
て
同
信
会
に
入
り
、
勢
八
ら
の
次
の
世
代
と
し
て
伝
道
活
動
を
行
う
。
ま
た
、
関
西
学
院
在
学
中
に
修
養
団
に
入
団
し
、
北
海
道
江
差
の
柏
樹
小
学
校
教
員
と
し
て
修
養
団
北
海
道
江
差
支
部
を
設
立
す
る
。
修
養
団
の
北
海
道
に
お
け
る
活
動
の
先
導
役
と
な
っ
た （６
）。
宇
津
木
多
一
は
、
休
会
後
に
福
島
県
尋
常
師
範
学
校
（
お
そ
ら
く
簡
易
科
）
に
在
籍
し
た
が
、
そ
こ
で
修
養
団
の
福
島
県
師
範
学
校
支
部
幹
事
と
な
り
、
一
九
一
一
〔
明
治
四
四
〕
年
一
〇
月
に
横
浜
を
出
港
し
、
シ
ア
ト
ル
を
経
由
し
て
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
の
ア
レ
キ
サ
ン
ダ
ー
ホ
テ
ル
の
使
用
人
の
職
を
得
た （７
）。
こ
れ
は
修
養
団
の
修
養
活
動
の
一
環
で
、
多
一
は
渡
航
に
当
た
っ
て
修
養
団
の
支
持
者
で
あ
っ
た
渋
沢
栄
一
や
井
上
哲
次
郎
と
会
見
し
て
い
る
。
宇
津
木
姓
の
青
年
ら
の
道
程
は
、
高
等
小
学
校
卒
と
い
う
曖
昧
な
地
位
に
置
か
れ
た
地
方
青
年
が
持
ち
得
た
、
正
規
の
学
歴
や
地
域
内
で
の
社
会
的
役
割
と
は
異
な
る
一
つ
の
あ
り
よ
う
を
示
し
て
い
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
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四
回
覧
誌
発
行
状
況
と
会
の
運
営
回
覧
誌
の
発
行
状
況
を
確
認
で
き
る
範
囲
で
以
下
に
示
し
、
会
の
主
要
な
動
向
を
併
記
す
る
。
明
治
三
一
年
八
月
「
作
文
会
」
創
立
九
月
一
日
『
文
の
友
』
第
一
回
発
行
一
〇
月
一
日
『
文
の
友
』
第
三
回
発
行
一
〇
月
一
五
日
『
文
の
友
』
改
題
『
文
の
千
草
』
第
四
号
発
行
一
一
月
二
日
『
文
の
千
草
』
第
五
号
発
行
一
一
月
一
五
日
『
文
の
千
草
』
第
六
号
発
行
一
二
月
一
日
『
文
の
千
草
』
第
七
号
発
行
一
二
月
一
五
日
『
文
の
千
草
』
第
八
号
発
行
明
治
三
二
年
一
月
一
五
日
『
文
の
千
草
』
第
一
〇
号
発
行
二
月
一
五
日
『
文
の
千
草
』
第
一
二
号
発
行
三
月
一
五
日
『
文
の
千
草
』
第
一
三
号
発
行
四
月
一
五
日
『
文
の
千
草
』
第
一
四
号
発
行
六
月
三
〇
日
『
文
の
千
草
』
第
一
六
号
発
行
七
月
一
九
日
『
文
の
千
草
』
第
一
七
号
発
行
八
月
五
日
『
文
の
千
草
』
第
一
八
号
発
行
明
治
三
三
年
三
月
二
五
日
「
硯
友
会
」
を
吸
収
合
併
四
月
二
日
『
文
之
千
草
』
第
二
五
号
発
行
五
月
四
日
『
文
の
千
草
』
第
二
七
号
臨
時
発
行
明
治
三
四
年
二
月
一
七
日
『
文
の
千
草
』
第
三
一
号
発
行
三
月
一
五
日
『
文
の
千
草
』
第
三
二
号
発
行
※
『
会
員
人
名
会
費
領
収
支
出
金
費
簿
／
明
治
三
十
四
年
度
／
作
文
会
文
之
千
草
編
集
員
』
の
「
本
誌
発
送
」
に
よ
る
。
四
月
一
五
日
『
文
の
千
草
』
第
三
三
号
発
行
※
同
右
四
月
二
〇
日
『
文
の
千
草
』
第
三
四
号
臨
時
発
行
※
同
右
五
月
二
〇
日
『
文
の
千
草
』
第
三
五
号
発
行
※
同
右
六
月
一
九
日
『
文
の
千
草
』
第
三
六
号
発
行
七
月
一
五
日
『
文
の
千
草
』
第
三
七
号
発
行
※
以
後
一
二
月
ま
で
回
覧
誌
編
集
中
断
「
今
月
ヨ
リ
十
一
月
マ
テ
都
合
ニ
ヨ
リ
冊
子
編
輯
セ
ザ
ル
ニ
依
リ
会
費
ヲ
領
収
セ
ズ
」
（
『
会
員
名
簿
甲
号
会
計
簿
甲
号
／
文
学
攻
究
会
』）
明
治
三
五
年
一
月
文
学
攻
究
会
に
改
称
・『
文
の
千
草
』
を
『
深
山
の
花
』
に
改
題
一
月
二
八
日
『
深
山
の
花
』
第
一
巻
第
一
号
発
行
二
月
二
五
日
『
深
山
の
花
』
第
一
巻
第
二
号
発
行
四
月
五
日
『
深
山
の
花
』
第
一
巻
第
三
号
発
行
五
月
二
五
日
『
深
山
の
花
』
第
一
巻
第
四
号
発
行
明
治
三
六
年
一
月
『
深
山
の
花
』
第
一
巻
第
六
号
発
行
一
月
五
日
『
深
山
の
花
』
臨
時
増
刊
発
行
一
月
二
五
日
『
深
山
の
花
』
第
二
巻
第
一
号
発
行
二
月
二
五
日
『
深
山
の
花
』
第
二
巻
第
二
号
発
行
四
月
一
〇
日
『
深
山
の
花
』
第
二
巻
第
四
号
発
行
五
月
一
二
日
『
深
山
の
花
』
第
二
巻
第
五
号
発
行
六
月
一
八
日
『
深
山
の
花
』
第
二
巻
第
六
号
発
行
明
治
期
地
方
文
章
会
の
活
動
（
一
）
―121―（121）
七
月
二
四
日
『
深
山
の
花
』
第
二
巻
第
七
号
発
行
一
〇
月
八
日
『
深
山
の
花
』
第
二
巻
第
一
〇
号
発
行
一
二
月
二
五
日
『
深
山
の
花
』
第
二
巻
第
一
三
号
発
行
明
治
三
七
年
一
月
二
五
日
『
深
山
の
花
』
第
三
巻
第
一
号
発
行
二
月
休
会
回
覧
誌
は
二
回
改
称
し
て
い
る
。
最
初
は
『
文
の
友
』
で
あ
っ
た
が
、
通
号
の
ま
ま
四
号
か
ら
『
文
の
千
草
』
と
改
称
し
た
。
一
九
〇
二
〔
明
治
三
五
〕
年
一
月
に
、
「
作
文
会
」
か
ら
「
文
学
攻
究
会
」
に
会
の
名
称
や
規
定
等
を
一
新
し
、
回
覧
誌
も
『
深
山
の
花
』
と
し
て
巻
号
も
改
め
た
。
『
文
の
友
』
第
一
号
「
作
文
会
設
立
之
趣
旨
」
は
風
間
に
よ
る
。
す
で
に
『
愛
菫
遺
稿
』
上
で
翻
刻
し
て
い
る
が
、
魏
の
文
帝
「
文
章
ハ
経
国
ノ
大
業
」
を
枕
に
始
ま
る
定
型
的
な
表
現
を
組
み
合
わ
せ
た
趣
意
書
で
あ
る
。
「
士
農
工
商
一
日
モ
ク
ベ
カ
ラ
ザ
ル
モ
ノ
ハ
文
章
ナ
リ
如
何
ナ
ル
智
識
ア
リ
大
計
策
大
経
綸
ヲ
胸
裏
ニ
貯
蓄
ス
ト
雖
ト
モ
之
レ
ヲ
外
ニ
顕
ハ
シ
テ
衆
人
ニ
伝
フ
ベ
キ
ノ
器
械
文
章
ナ
ク
ン
バ
何
ノ
益
ア
ラ
ン
ヤ
」
と
し
て
、
伝
達
の
具
と
し
て
の
「
文
章
」
に
強
い
期
待
を
か
け
て
い
る
。
当
初
の
投
稿
規
定
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
。
一
、
文
の
友
ト
称
シ
毎
月
二
回
蒐
集
ス
、（
五
日
、
十
五
日
）
二
、
小
説
、
詩
歌
ノ
国
文
、
漢
文
、
新
体
詩
、
和
歌
、
俳
句
、
英
文
等
、
三
、
題
ノ
下
ニ
ハ
本
名
ヲ
記
サ
ズ
シ
テ
必
ラ
ズ
雅
号
ヲ
用
フ
ル
コ
ト
、
四
、
用
紙
ハ
半
紙
ニ
シ
テ
字
数
行
数
ニ
ハ
制
限
ナ
シ
、
五
、
起
稿
ノ
名
文
佳
作
ハ
順
次
各
欄
ヘ
挿
入
セ
ラ
ル
コ
ト
ヽ
モ
ヨ
シ
、
六
、
起
稿
ノ
麗
文
佳
作
ハ
毎
月
四
日
、
十
四
日
マ
デ
小
林
悌
三
宛
御
寄
送
ノ
コ
ト
、（
但
シ
都
合
ニ
ヨ
リ
何
時
御
寄
送
ア
ル
モ
差
支
ナ
シ
）
七
、
批
評
及
ビ
添
削
ス
ベ
キ
ヲ
挿
入
ス
ベ
キ
余
白
ヲ
の
こ
す
コ
ト
、
八
、
自
作
ノ
文
章
ニ
限
ラ
ズ
有
益
ナ
ル
文
章
ハ
続
々
掲
載
セ
ラ
レ
タ
シ
、
ジ
ャ
ン
ル
は
、
小
説
・
漢
文
・
新
体
詩
・
和
歌
・
俳
句
・
英
文
な
ど
で
あ
る
。
「
詩
歌
ノ
国
文
」
が
何
を
指
す
の
か
不
明
瞭
だ
が
、
論
説
文
や
記
事
文
が
な
い
の
は
当
初
、
こ
の
会
が
国
漢
文
の
文
芸
を
投
稿
文
と
し
て
想
定
し
て
い
た
こ
と
を
示
唆
す
る
。
雅
号
の
使
用
を
義
務
づ
け
て
い
る
こ
と
も
そ
の
よ
う
な
意
識
に
よ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
そ
の
後
、
雅
号
と
筆
者
の
照
合
を
求
め
る
声
が
散
見
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
が
、
雅
号
の
使
用
は
最
後
ま
で
義
務
づ
け
ら
れ
た
。
会
員
に
も
誰
の
執
筆
か
を
明
確
に
知
ら
せ
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
雅
号
に
よ
る
匿
名
性
が
醸
し
出
す
遊
戯
的
な
雰
囲
気
が
、「
作
文
会
」「
文
学
攻
究
会
」
に
と
っ
て
必
須
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
批
評
添
削
の
余
白
を
残
す
こ
と
も
指
示
さ
れ
て
い
る
。
回
覧
の
過
程
で
批
評
や
添
削
、
質
疑
が
書
き
加
え
ら
れ
る
こ
と
が
、
回
覧
誌
の
醍
醐
味
の
一
つ
で
あ
っ
た
。
回
覧
誌
は
印
刷
頒
布
さ
れ
る
雑
誌
と
は
異
な
り
、
投
稿
文
を
め
ぐ
る
生
々
し
い
対
話
が
積
み
重
ね
ら
れ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
で
も
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、
自
作
の
文
章
以
外
の
「
有
益
」
な
文
章
の
投
稿
が
う
な
が
さ
れ
て
い
る
。
「
作
文
会
」
の
目
的
が
、
文
章
の
作
成
だ
け
で
は
な
く
、
所
有
す
る
文
章
の
融
通
で
も
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
文
章
転
載
は
当
会
回
覧
誌
の
中
で
も
最
も
大
き
な
割
合
を
占
め
て
お
り
、
限
ら
れ
た
蔵
書
し
か
持
つ
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
会
員
に
と
っ
て
、
文
章
の
資
産
を
共
有
す
る
と
い
う
意
味
合
い
が
あ
っ
た
。
こ
れ
は
や
が
て
、
回
覧
誌
中
で
の
蔵
書
リ
ス
ト
の
公
開
と
蔵
書
の
交
換
、
さ
ら
に
菊
池
研
介
に
よ
る
「
花
鳥
風
月
文
庫
」
の
開
設
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
く
。
こ
の
や
や
簡
略
に
過
ぎ
る
規
定
は
『
文
の
友
』
第
三
号
で
ジ
ャ
ン
ル
を
「
本
書
ハ
和
文
、
漢
文
、
小
説
、
新
体
詩
、
漢
詩
、
和
歌
、
俳
句
、
質
疑
応
答
ノ
各
欄
ニ
分
ツ
」
と
し
て
、
「
質
疑
応
答
」
を
加
え
つ
つ
整
理
さ
れ
る
。
質
疑
応
答
は
「
質
疑
ハ
平
林
尋
常
小
学
校
内
菊
池
研
介
宛
ニ
寄
送
ス
ベ
シ
」
「
質
疑
ハ
古
今
和
歌
集
ニ
限
ル
」
と
さ
れ
て
い
る
。
質
疑
は
編
纂
係
の
菊
池
研
介
が
、
得
意
の
国
文
や
和
歌
の
知
識
、
特
に
古
今
和
歌
集
に
つ
い
て
の
質
疑
に
限
定
し
て
受
け
付
け
て
い
る
。
菊
池
は
古
今
和
歌
集
の
書
写
を
仮
名
序
か
ら
順
に
投
稿
し
て
お
り
（
風
月
庵
作
品
―122― （122）
合
綴
）
、
そ
の
連
載
時
期
と
重
な
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
菊
池
は
同
人
の
中
で
も
和
歌
や
国
文
の
蔵
書
と
知
識
に
お
い
て
は
圧
倒
的
で
、
国
文
の
添
削
や
情
報
提
供
で
は
主
導
的
な
役
割
を
果
た
し
た
。
菊
池
の
入
営
も
あ
っ
て
第
一
〇
号
掲
載
の
投
稿
規
定
か
ら
は
菊
池
の
名
が
消
え
、
同
人
間
の
質
疑
応
答
に
開
か
れ
る
。
投
稿
規
定
は
、『
文
の
千
草
』
に
改
称
す
る
際
に
形
を
整
え
た
。『
文
の
千
草
』
第
五
号
に
は
「
文
乃
千
艸
規
定
左
ノ
通
リ
改
ム
」
と
し
て
新
し
い
投
稿
規
定
が
掲
載
さ
れ
た
。
一
、
文
の
千
草
ト
称
シ
毎
月
二
回
（
原
稿
募
集
次
第
）
発
行
ス
二
、
小
説
、
詩
、
歌
、
和
文
、
漢
文
、
書
簡
文
、
質
疑
応
答
等
数
種
ニ
分
ツ
三
、
投
稿
ノ
節
題
ノ
下
ニ
本
名
ヲ
記
サ
ズ
シ
テ
必
ズ
雅
号
ヲ
用
フ
ル
コ
ト
四
、
用
紙
ハ
半
紙
ニ
シ
テ
字
数
行
数
ニ
ハ
制
限
ナ
シ
五
、
原
稿
ハ
必
ズ
編
纂
係
ニ
寄
セ
ラ
ル
ヽ
コ
ト
六
、
批
評
添
削
ヲ
ナ
ス
ベ
キ
余
白
ヲ
附
ス
コ
ト
七
、
自
作
ノ
文
章
ニ
限
ラ
ズ
有
益
ナ
ル
モ
ノ
ハ
投
稿
ア
ル
ベ
キ
コ
ト
八
、
質
疑
ハ
編
纂
係
平
林
尋
常
小
学
校
内
菊
池
研
介
宛
ノ
コ
ト
／
但
シ
質
疑
ハ
古
今
和
歌
集
ニ
限
ル
九
、
会
員
ヨ
リ
会
費
ヲ
徴
収
ス
但
シ
一
ヶ
月
金
五
厘
ト
ス
十
、
会
費
ヲ
納
メ
ザ
ル
ト
キ
ハ
其
月
以
後
ヨ
リ
回
送
ヲ
停
止
ス
（
但
シ
会
費
ヲ
納
ム
ル
ニ
至
ル
マ
デ
）
十
一
、
会
費
ハ
最
寄
会
員
ニ
托
シ
其
他
便
宜
ノ
方
法
ヲ
以
テ
納
メ
ラ
ル
ヽ
モ
妨
ケ
ナ
シ
十
二
、
原
稿
五
枚
以
上
十
枚
以
下
投
書
セ
ラ
レ
タ
ル
モ
ノ
ハ
一
ヶ
月
分
十
枚
以
上
十
五
枚
以
下
投
ゼ
ラ
レ
タ
ル
モ
ノ
ハ
二
ヶ
月
分
ノ
会
費
ヲ
免
除
ス
十
五
枚
以
上
之
ニ
準
ズ
／
但
シ
原
稿
ハ
直
ニ
編
纂
シ
得
ル
モ
ノ
ニ
限
ル
十
三
、
編
集
員
ハ
特
権
ヲ
有
ス
ル
コ
ト
ジ
ャ
ン
ル
は
、
小
説
、
詩
、
歌
、
和
文
、
漢
文
、
書
簡
文
、
質
疑
応
答
等
と
な
る
。
雅
文
体
の
文
章
を
主
に
指
す
和
文
と
、
実
用
的
な
た
し
な
み
と
し
て
の
書
簡
文
が
加
え
ら
れ
た
。
「
作
文
会
」
は
文
章
の
訓
練
を
中
心
に
し
な
が
ら
知
識
教
養
の
向
上
を
目
指
す
会
に
な
っ
た
。
ま
た
、
こ
こ
で
初
め
て
会
費
の
規
定
が
明
文
化
さ
れ
、
一
ヶ
月
五
厘
と
な
っ
た
。
さ
ら
に
、
投
稿
を
う
な
が
す
た
め
に
、
投
稿
数
が
多
い
者
に
は
会
費
免
除
の
特
典
が
定
め
ら
れ
た
。
一
九
〇
〇
〔
明
治
三
三
〕
年
三
月
二
五
日
、「
作
文
会
」
は
、『
青
年
文
』
と
い
う
機
関
誌
（
お
そ
ら
く
回
覧
誌
）
を
発
行
し
て
活
動
し
て
い
た
「
硯
友
会
」
を
、
吸
収
す
る
形
で
合
併
す
る
。
『
文
の
千
草
』
第
二
五
号
の
会
告
に
、
三
月
二
五
日
の
集
会
で
「
作
文
会
ト
硯
友
会
ト
合
同
ス
ル
コ
ト
」
が
協
議
さ
れ
た
と
あ
り
、
同
号
に
「
合
併
の
辞
」
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
文
之
千
草
青
年
文
合
併
の
辞
（
青
年
文
の
廃
刊
）
本
誌
か
文
壇
の
途
に
上
り
て
既
に
一
歳
を
加
ふ
顧
み
れ
は
往
事
転
々
感
に
堪
へ
ざ
る
も
の
あ
り
而
し
て
今
や
明
治
文
学
の
一
波
は
其
の
頂
に
達
し
て
更
に
他
の
一
波
を
飜
展
し
来
ら
ん
と
す
吾
人
は
情
と
し
て
当
に
前
途
の
行
色
を
壮
に
す
べ
き
な
り
而
も
他
の
面
よ
り
見
れ
ば
今
や
社
会
の
事
日
に
非
に
し
て
頽
波
滔
々
た
り
文
運
の
開
拓
に
任
ず
る
も
の
亦
覚
悟
な
か
る
べ
か
ら
ず
切
に
言
へ
ば
社
会
の
根
底
に
一
道
の
生
命
を
与
ふ
る
に
あ
ら
ざ
れ
は
之
れ
か
表
現
た
る
文
学
も
美
術
も
亦
言
ふ
に
忍
び
ざ
る
也
こ
れ
に
於
て
か
吾
人
此
に
見
る
所
あ
る
を
以
て
主
義
定
見
目
的
を
同
ふ
す
る
作
文
会
に
結
び
社
会
の
各
方
面
に
全
精
力
を
移
さ
ん
と
す
而
し
て
我
人
の
覚
悟
は
希
望
は
所
信
は
枉
ぐ
る
こ
と
な
く
依
然
と
し
て
変
せ
ざ
る
也
之
れ
に
於
て
青
年
文
を
廃
刊
し
硯
友
会
を
解
き
従
来
の
会
員
籍
を
作
文
会
に
移
し
青
年
文
を
文
の
千
草
に
合
せ
以
て
青
年
文
壇
の
新
生
気
た
ら
ん
と
す
明
治
三
十
三
年
三
月
二
十
六
日
青
年
文
論
集
所
硯
友
会
そ
れ
に
先
立
つ
一
八
九
九
〔
明
治
三
二
〕
年
七
月
に
『
青
年
文
』
編
集
人
小
杜
愛
水
の
入
会
の
辞
が
『
文
の
千
草
』
第
一
七
号
（
推
定
）
に
掲
げ
ら
れ
て
い
た
。
明
治
期
地
方
文
章
会
の
活
動
（
一
）
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入
会
の
辞
予
今
新
に
作
文
会
に
入
る
、
作
文
会
は
俊
秀
の
団
体
に
し
て
、
青
年
文
壇
に
樹
立
し
て
旗
幟
を
鮮
明
な
ら
し
む
る
も
の
こ
れ
は
、
固
よ
り
一
毫
の
重
き
を
加
ふ
る
に
足
ら
ず
、
然
り
と
雖
も
、
予
は
作
文
会
の
一
員
と
し
て
、
作
文
会
の
目
的
希
望
を
全
ふ
す
る
こ
と
を
勉
め
ざ
る
べ
か
ら
ず
、
由
来
東
北
の
地
、
詩
歌
に
富
む
と
雖
も
、
ま
た
詩
題
に
上
り
た
る
も
の
多
か
ら
ず
、
予
固
よ
り
浅
学
菲
才
な
り
と
雖
も
、
こ
の
方
面
に
向
て
、
あ
ら
ん
限
り
の
力
を
致
し
敢
て
仆
れ
て
止
ま
ん
こ
と
を
期
す
、
然
り
と
雖
も
、
予
は
十
九
世
紀
の
末
路
に
於
け
る
、
青
年
社
会
に
蟠
踞
せ
る
幾
多
の
問
題
を
討
究
せ
ん
か
為
に
青
年
文
を
興
し
、
こ
れ
が
執
筆
に
忙
は
し
き
を
以
て
、
会
員
秀
才
の
高
士
に
酬
ゆ
る
に
足
る
も
の
あ
ら
ざ
る
べ
し
、
故
に
、
諸
君
に
予
の
志
を
諒
と
し
て
、
永
く
教
誨
指
導
の
労
を
吝
む
な
く
、
予
の
素
志
を
し
て
全
ふ
せ
し
め
ら
れ
ん
こ
と
を
、
敢
て
切
に
希
望
に
堪
へ
ざ
る
也
、
一
言
を
録
し
て
入
会
の
辞
と
な
す
。
明
治
三
十
二
年
七
月
四
日
青
年
文
編
輯
局
に
於
て
記
す
こ
の
小
杜
愛
水
は
同
年
六
月
に
入
会
し
た
井
上
国
太
郎
で
あ
る
と
推
測
さ
れ
る
。
関
柴
村
在
住
、
出
身
者
だ
け
で
あ
っ
た
会
員
の
中
で
、
井
上
だ
け
が
喜
多
方
町
在
住
で
あ
っ
た
。
同
号
の
「
会
告
」
に
「
喜
多
方
町
井
上
国
太
郎
君
今
般
本
会
員
五
十
嵐
昌
喜
君
の
照
会
ニ
依
リ
入
会
セ
ラ
ル
」
と
あ
る
。
紹
介
者
の
五
十
嵐
昌
喜
は
「
君
博
学
多
才
ニ
シ
テ
和
歌
ニ
巧
ナ
リ
余
暇
ア
ラ
レ
バ
二
三
ノ
雑
誌
ヲ
繙
キ
時
ニ
ハ
投
書
ノ
筆
ヲ
揮
フ
現
ニ
本
年
月
安
達
郡
杉
田
以
文
会
ノ
懸
賞
文
ニ
応
ジ
賞
与
セ
ラ
レ
タ
リ
ト
云
フ
」（「
本
誌
投
書
家
（
一
）」『
愛
菫
遺
稿
』
下
）
と
さ
れ
る
人
物
で
あ
り
、
対
外
的
な
投
稿
な
ど
を
通
し
た
交
友
関
係
が
あ
っ
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
井
上
と
の
縁
も
そ
の
よ
う
な
人
脈
か
ら
の
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
合
併
の
直
後
に
山
本
豊
記
、
東
条
真
寿
の
二
名
が
入
会
し
た
。
山
本
は
隣
村
の
熊
倉
村
出
身
、
東
条
は
著
名
な
藤
樹
学
の
家
柄
で
、
や
は
り
そ
れ
ま
で
の
会
員
と
は
異
質
で
あ
る
。
ま
た
第
二
五
号
の
回
覧
順
序
に
「
井
上
国
太
郎
君
外
二
人
へ
御
回
送
下
さ
れ
た
し
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
も
、
こ
の
二
人
が
「
硯
友
会
」
か
ら
新
た
に
入
会
し
た
会
員
で
あ
ろ
う
。
「
作
文
会
」
設
立
後
ま
も
な
く
一
八
九
八
〔
明
治
三
一
〕
年
一
二
月
か
ら
一
九
〇
一
〔
明
治
三
四
〕
年
一
二
月
ま
で
菊
池
研
介
が
入
営
し
て
仙
台
に
去
り
、
風
間
も
一
八
九
九
〔
明
治
三
二
〕
年
一
二
月
か
ら
一
九
〇
二
〔
明
治
三
五
〕
年
一
二
月
ま
で
同
じ
く
仙
台
に
入
営
し
た
。
会
の
中
心
人
物
二
人
が
相
次
い
で
徴
兵
さ
れ
、
ま
た
、
投
稿
数
が
多
か
っ
た
宇
津
木
兄
弟
が
出
郷
す
る
に
お
よ
ん
で
、「
作
文
会
」
は
存
続
の
危
機
を
迎
え
る
。
早
い
時
期
か
ら
、
一
部
の
投
稿
者
の
み
が
熱
心
に
投
稿
す
る
と
い
う
状
況
が
慢
性
化
し
、
再
三
投
稿
を
う
な
が
す
文
が
掲
載
さ
れ
た
。
会
費
の
滞
納
者
も
相
次
ぎ
、
た
び
た
び
誌
上
で
名
指
し
の
督
促
が
行
わ
れ
て
い
る
。
「
硯
友
会
」
と
の
合
併
も
会
の
て
こ
入
れ
と
い
う
面
が
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
一
九
〇
一
〔
明
治
三
四
〕
年
三
月
一
七
日
に
「
近
頃
中
絶
し
て
居
り
ま
し
た
作
文
会
を
再
起
」（
愛
柳
子
「
作
文
会
出
席
」、（『
深
山
の
花
』・『
文
の
千
草
』））
す
る
話
し
合
い
が
持
た
れ
、
地
方
委
員
を
選
定
す
る
な
ど
の
対
策
が
と
ら
れ
た
。
し
か
し
同
年
七
月
か
ら
一
二
月
ま
で
は
雑
誌
の
編
集
も
中
断
さ
れ
た
。
会
が
新
た
な
展
開
を
見
せ
る
の
は
、
菊
池
が
徴
兵
期
間
を
終
え
て
帰
郷
し
て
か
ら
で
あ
る
。
帰
郷
の
一
ヶ
月
後
の
一
九
〇
二
〔
明
治
三
五
〕
年
一
月
に
、
「
作
文
会
」
は
「
文
学
攻
究
会
」
と
改
称
し
、
回
覧
誌
も
『
深
山
の
花
』
と
改
め
た
。
菊
池
が
編
集
に
復
帰
し
、
第
一
巻
第
一
号
に
「
深
山
乃
花
誕
生
の
趣
旨
」
（
風
月
庵
作
品
合
綴
）
を
書
い
た
。
躯
幹
小
な
り
と
雖
も
智
は
天
地
の
奥
妙
を
窺
ひ
巧
は
造
物
の
鴻
業
を
補
ふ
怪
む
べ
き
は
人
類
に
し
て
復
畏
る
べ
き
も
人
類
な
り
宜
な
る
哉
呼
て
万
物
の
霊
と
い
ひ
一
切
有
情
の
冠
首
と
す
然
と
て
も
始
め
よ
り
か
く
あ
り
し
に
あ
ら
ず
言
語
と
称
す
る
一
大
機
関
あ
り
て
恒
に
自
他
の
長
短
を
通
じ
相
互
の
利
害
を
済
ひ
以
て
日
進
の
文
化
を
促
進
す
る
故
な
り
吾
人
須
臾
も
こ
の
機
関
を
失
は
ん
か
社
交
万
般
の
事
忽
ち
に
し
て
其
運
転
を
中
止
す
べ
し
故
に
曰
く
言
語
ハ
社
交
よ
り
産
れ
出
て
ゝ
兼
て
ま
た
社
会
を
産
む
も
の
な
り
と
嗟
旨
い
か
な
言
や故
に
言
語
の
吾
人
に
必
要
な
る
こ
と
斯
の
如
し
而
し
て
文
章
は
ま
た
言
語
を
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表
章
す
る
の
一
機
関
に
し
て
文
学
は
文
章
の
機
関
に
よ
り
て
造
ら
れ
た
る
一
の
物
質
に
外
な
ら
ざ
る
な
り
是
に
よ
り
て
既
往
を
見
将
来
を
予
想
し
よ
く
古
人
の
語
を
聞
き
座
ら
に
し
て
東
西
万
里
の
地
を
談
話
し
心
意
を
娯
ま
し
む
る
を
得
然
れ
と
も
鍛
錬
を
な
さ
ず
思
想
を
表
章
し
て
自
他
相
通
す
る
こ
と
か
た
き
而
已
な
ら
ず
却
て
人
を
し
て
解
し
か
た
か
ら
し
む
る
恐
あ
り
故
に
吾
人
は
益
練
修
し
以
て
自
由
に
衷
情
を
発
表
し
得
ら
れ
ん
こ
と
を
期
す
る
も
の
な
り吾
人
の
日
常
使
用
す
る
言
語
は
日
本
語
な
り
吾
人
ハ
是
に
よ
り
て
生
活
し
是
に
よ
り
て
行
為
せ
り
吾
人
の
思
想
は
一
々
日
本
語
の
上
に
射
映
し
吾
人
の
経
歴
は
細
大
と
な
く
日
本
語
の
中
に
包
蔵
せ
ら
る
秀
な
る
国
体
優
美
な
る
国
風
共
に
こ
れ
日
本
語
の
賜
な
り
故
に
よ
く
こ
の
国
体
と
国
風
と
を
維
持
し
て
益
其
美
を
発
揮
せ
ん
も
亦
日
本
語
の
力
に
拠
ら
ざ
る
べ
か
ら
ず
故
に
吾
人
は
先
つ
日
本
語
の
結
構
に
通
暁
せ
ん
こ
と
肝
要
な
り
も
と
日
本
語
は
古
来
単
純
な
る
発
達
を
遂
げ
し
に
あ
ら
ず
応
神
天
皇
以
後
唐
土
の
文
学
、
美
術
、
工
芸
よ
り
制
度
音
楽
等
百
般
の
事
物
広
く
我
国
に
輸
入
し
来
り
て
よ
り
構
思
設
想
の
本
は
更
な
り
行
住
坐
臥
に
至
る
彼
の
習
俗
を
慕
倣
し
以
て
今
日
に
至
る
此
間
彼
此
相
錯
綜
し
て
種
々
の
変
遷
を
経
た
り
か
ゝ
る
か
ゆ
え
に
今
日
吾
人
が
本
邦
の
言
語
文
章
を
習
得
せ
ん
も
尋
常
一
般
の
業
能
く
成
し
遂
る
処
に
あ
ら
さ
る
な
り
依
て
本
会
は
益
攻
究
に
攻
究
を
重
ね
深
く
そ
の
蘊
奥
を
探
り
一
ハ
以
て
古
来
我
国
言
語
変
遷
の
一
般
を
窺
ひ
一
ハ
以
て
思
想
を
自
由
に
発
表
せ
ん
こ
と
を
期
す
是
を
今
回
本
誌
誕
生
の
趣
旨
と
云
爾明
治
壬
寅
季
睦
月
下
浣
編
輯
員
識
す
こ
の
発
刊
の
辞
の
要
点
は
、
第
一
に
「
言
語
ハ
社
交
よ
り
産
れ
出
て
ゝ
兼
て
ま
た
社
会
を
産
む
も
の
な
り
」
「
鍛
錬
を
な
さ
ず
思
想
を
表
章
し
て
自
他
相
通
す
る
こ
と
か
た
き
」
と
あ
る
よ
う
に
言
語
を
思
想
を
表
現
し
伝
達
す
る
も
の
と
考
え
訓
練
す
る
こ
と
、
第
二
に
「
こ
の
国
体
と
国
風
と
を
維
持
し
て
益
其
美
を
発
揮
せ
ん
も
亦
日
本
語
の
力
に
拠
ら
ざ
る
べ
か
ら
ず
」
と
い
う
国
粋
主
義
的
な
日
本
語
観
で
あ
る
。
後
者
は
菊
池
の
国
文
志
向
が
強
く
出
た
も
の
だ
ろ
う
。
「
本
会
は
益

攻
究
に
攻
究
を
重
ね
深
く
そ
の
（
＝
日
本
語
の
…
木
戸
注
）
蘊
奥
を
探
り
一
ハ
以
て
古
来
我
国
言
語
変
遷
の
一
般
を
窺
ひ
一
ハ
以
て
思
想
を
自
由
に
発
表
せ
ん
こ
と
を
期
す
」
と
、
国
文
の
史
的
理
解
と
、
文
章
表
現
力
の
向
上
と
の
二
つ
が
文
章
修
行
が
向
か
う
べ
き
方
向
と
し
て
提
示
さ
れ
て
い
る
。
「
文
学
攻
究
会
」
の
「
文
学
」
と
い
う
名
称
は
文
芸
の
み
を
指
す
も
の
で
は
な
い
。
後
に
誌
上
で
「
理
学
攻
究
会
」
の
設
立
を
求
め
る
声
が
あ
る
こ
と
か
ら
も
、
「
理
学
」
に
対
す
る
「
文
学
」
で
あ
り
、
い
わ
ゆ
る
「
文
系
」
的
な
広
が
り
を
も
つ
名
称
で
あ
る
。「
文
学
攻
究
会
」
は
、「
文
」
を
中
心
に
す
え
た
学
問
や
文
芸
を
広
く
対
象
と
す
る
会
と
し
て
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
し
た
。
そ
れ
に
と
も
な
い
、
か
つ
て
の
「
投
稿
規
定
」
は
「
会
則
」
と
し
て
大
き
く
改
め
ら
れ
た
。
文
学
攻
究
会
々
則
第
一
条
文
学
攻
究
会
ト
称
シ
文
学
ニ
関
ス
ル
智
識
ヲ
交
換
シ
益
々
其
蘊
奥
ヲ
攻
究
ス
ル
ヲ
以
テ
目
的
ト
ス
第
二
条
会
員
ハ
勿
論
凡
テ
有
志
ノ
文
学
ニ
関
ス
ル
投
書
ヲ
歓
迎
シ
毎
月
一
回
（
二
十
五
日
）
小
冊
子
ヲ
編
輯
シ
テ
会
員
ノ
閲
覧
ニ
供
ス
但
シ
閲
覧
ノ
順
序
方
法
等
ハ
第
十
条
ニ
拠
ル
第
三
条
小
冊
子
ノ
名
称
ヲ
深
山
の
花
ト
シ
之
ニ
掲
載
ス
ル
ヲ
得
ベ
キ
課
目
左
ノ
如
シ
和
漢
文
、
論
説
、
小
説
、
漢
詩
、
和
歌
、
俳
句
、
新
體
詩
、
文
典
、
古
典
、
古
制
、
有
職
、
故
実
、
官
職
、
質
疑
、
応
答
、
梵
学
、
碑
文
、
文
学
史
、
各
種
講
義
、
其
他
文
学
ニ
裨
益
ア
ル
者
第
四
条
会
員
中
ニ
名
ヲ
編
輯
員
ニ
任
シ
専
ラ
編
輯
事
務
ヲ
執
行
セ
シ
メ
特
権
ヲ
有
セ
シ
メ
テ
編
輯
上
ニ
就
テ
ハ
一
々
会
員
ヲ
協
議
ニ
附
セ
ズ
独
断
専
行
セ
シ
ム
第
五
条
会
費
ト
シ
テ
毎
月
金
壱
銭
ヲ
徴
収
ス
第
六
条
判
紙
十
枚
以
上
十
五
枚
以
下
ヲ
投
書
ス
ル
モ
ノ
ハ
一
ヶ
月
分
ノ
会
明
治
期
地
方
文
章
会
の
活
動
（
一
）
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費
ヲ
免
除
ス
十
五
枚
以
上
五
枚
ヲ
増
ス
毎
ニ
逐
次
免
除
ス
但
シ
投
書
ハ
直
ニ
編
輯
シ
得
ベ
キ
モ
ノ
ニ
非
レ
バ
免
除
セ
ズ
第
七
条
凡
テ
投
書
ハ
字
数
行
数
ヲ
制
限
セ
ズ
但
シ
批
評
ノ
料
ト
シ
テ
末
尾
ニ
余
白
ア
ル
ベ
キ
コ
ト
第
八
条
投
書
ニ
ハ
雅
名
ヲ
用
フ
ベ
シ
一
旦
用
ヰ
タ
ル
雅
名
ヲ
変
更
セ
ン
ト
ス
ル
ヘ
キ
ハ
必
ズ
編
輯
員
ニ
通
報
ス
ベ
シ
第
九
条
或
本
ヨ
リ
転
載
シ
テ
出
ス
ト
キ
ハ
必
ズ
原
本
ノ
書
名
ヲ
附
ス
ベ
シ
第
十
条
閲
覧
ハ
一
人
三
日
ヅ
ヽ
ト
シ
其
順
序
ハ
冊
子
毎
ニ
変
更
シ
テ
不
公
平
ナ
カ
ラ
シ
ム
而
シ
テ
閲
覧
後
終
尾
ノ
者
ハ
編
輯
員
ニ
廻
送
ス
ベ
シ
第
十
一
条
編
輯
員
ハ
閲
覧
済
ノ
冊
子
保
管
ノ
責
ニ
任
ズ
第
十
二
条
閲
覧
後
ノ
冊
子
ヲ
更
ニ
閲
セ
ン
ト
ス
ル
者
ハ
其
旨
編
輯
員
ニ
届
出
テ
貸
与
簿
ニ
記
名
捺
印
ノ
上
借
受
ク
ベ
シ
第
十
三
条
本
会
ニ
備
置
ク
ベ
キ
帳
簿
左
ノ
如
シ
会
員
名
簿
規
則
書
、
会
費
領
収
簿
会
計
簿
投
書
控
簿
、
冊
子
発
行
台
帳
、
冊
子
貸
与
簿
第
十
四
条
本
会
規
則
ハ
過
半
以
上
ノ
同
意
ア
ル
ト
キ
ハ
変
更
ス
ル
ヲ
得
第
十
五
条
会
員
ハ
左
ニ
掲
グ
ル
事
項
ニ
該
当
ス
ル
モ
ノ
タ
ル
ベ
シ
一
、
高
等
小
学
校
卒
業
若
シ
ク
ハ
多
年
ノ
独
学
ニ
因
リ
是
ト
同
等
ノ
学
力
ヲ
有
シ
文
学
ノ
趣
味
ヲ
解
ス
ル
モ
ノ
二
、
刑
法
ニ
触
レ
ザ
ル
モ
ノ
但
シ
破
廉
耻
罪
ニ
ア
ラ
ザ
レ
バ
此
限
ニ
非
ス
三
、
行
為
不
正
ナ
ラ
ザ
ル
モ
ノ
第
十
六
条
会
員
ニ
シ
テ
第
五
条
第
十
条
第
十
二
条
ニ
違
犯
シ
タ
ル
ト
キ
ハ
脱
会
セ
シ
ム
第
十
七
条
本
会
ハ
時
機
ニ
乗
ジ
年
一
回
以
上
臨
時
集
合
シ
茶
話
会
ヲ
開
キ
文
学
上
ニ
関
ス
ル
諸
種
ノ
談
話
ニ
因
リ
新
智
識
ヲ
交
換
シ
文
章
ニ
関
ス
ル
新
版
書
及
雑
誌
ヲ
購
求
セ
シ
ト
キ
及
珍
ラ
シ
キ
書
ヲ
蔵
ス
ル
ト
キ
ハ
同
月
持
参
シ
テ
会
員
ノ
閲
覧
ニ
供
ス
ベ
キ
コ
ト
第
十
八
条
本
会
員
ノ
定
数
ハ
二
十
名
ト
シ
定
数
ニ
至
ル
ト
キ
ハ
其
余
ノ
入
会
ヲ
拒
絶
ス
但
シ
定
数
ニ
充
タ
ザ
ル
モ
第
十
五
条
ノ
一
ニ
該
当
セ
ズ
ト
認
ム
ル
ト
キ
ハ
入
会
ヲ
許
サ
ズ
第
十
九
条
本
会
ハ
年
二
回
（
三
月
十
二
月
）
決
算
報
告
ヲ
ナ
ス
但
シ
報
告
ハ
其
翌
月
発
ノ
冊
子
ニ
掲
載
ス
附
則
第
二
十
条
編
輯
員
ハ
無
報
酬
ト
ス
（（『
深
山
の
花
』・『
文
の
千
草
』）（
会
告
ほ
か
））
「
会
則
」
と
し
て
会
の
あ
り
よ
う
を
明
確
に
示
し
て
い
る
。「
文
学
攻
究
会
」
の
目
的
は
「
文
学
」
に
関
す
る
知
識
の
交
換
と
追
求
で
あ
る
。
ジ
ャ
ン
ル
は
「
和
漢
文
、
論
説
、
小
説
、
漢
詩
、
和
歌
、
俳
句
、
新
體
詩
、
文
典
、
古
典
、
古
制
、
有
職
、
故
実
、
官
職
、
質
疑
、
応
答
、
梵
学
、
碑
文
、
文
学
史
、
各
種
講
義
、
其
他
文
学
ニ
裨
益
ア
ル
者
」
と
多
岐
に
わ
た
っ
て
お
り
、
こ
れ
が
い
わ
ゆ
る
「
文
学
」
の
範
囲
で
あ
る
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。
ま
た
、
は
じ
め
て
高
等
小
学
校
卒
業
程
度
と
い
う
入
会
資
格
が
定
め
ら
れ
た
。
「
作
文
会
」
で
は
特
に
こ
の
種
の
規
定
は
な
か
っ
た
が
、
こ
の
時
期
の
関
柴
村
周
辺
で
、
文
章
回
覧
誌
に
参
加
で
き
る
リ
テ
ラ
シ
ー
を
備
え
た
者
は
高
等
小
学
校
卒
業
生
だ
っ
た
。
現
状
を
会
則
に
よ
っ
て
明
示
し
た
と
み
る
べ
き
だ
ろ
う
。
そ
し
て
、
年
一
回
以
上
の
茶
話
会
の
規
定
が
な
さ
れ
、
そ
こ
で
話
し
合
う
べ
き
こ
と
も
規
定
さ
れ
て
い
る
。
「
文
学
上
ニ
関
ス
ル
諸
種
ノ
談
話
」
に
よ
っ
て
「
新
智
識
ヲ
交
換
」
す
る
こ
と
と
、
「
文
章
ニ
関
ス
ル
新
版
書
及
雑
誌
ヲ
購
求
セ
シ
ト
キ
及
珍
ラ
シ
キ
書
ヲ
蔵
ス
ル
ト
キ
ハ
同
月
持
参
シ
テ
会
員
ノ
閲
覧
ニ
供
ス
」
と
い
う
蔵
書
の
開
示
に
よ
っ
て
、「
文
学
」
知
識
の
向
上
が
図
ら
れ
て
い
た
。「
作
文
会
」
時
代
か
ら
、
会
員
相
互
は
必
ず
し
も
日
常
的
に
顔
を
合
わ
せ
て
い
る
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
雅
号
と
本
人
の
照
合
が
で
き
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
も
、
そ
の
よ
う
な
事
情
を
示
し
て
い
る
。
『
深
山
の
花
』
第
一
巻
第
一
号
に
は
「
会
員
諸
士
の
雅
号
及
経
歴
の
一
班
は
漏
な
く
本
紙
に
掲
載
せ
ん
と
す
依
て
本
号
に
掲
げ
漏
し
た
士
よ
火
急
的
迅
速
に
御
通
知
せ
ら
れ
よ
」
と
い
う
「
会
告
」
が
あ
り
、
会
員
の
経
歴
の
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掲
載
が
始
ま
っ
て
い
る
。
こ
こ
に
至
っ
て
、
雅
号
に
よ
る
匿
名
性
の
遊
戯
だ
け
で
は
な
く
、
実
際
に
会
員
相
互
の
直
接
の
交
友
関
係
を
密
に
し
よ
う
と
す
る
動
き
が
出
て
き
た
。
会
費
は
一
銭
に
値
上
が
り
し
た
。
回
覧
の
日
数
は
一
人
三
日
と
定
め
ら
れ
、
人
数
上
限
も
二
十
人
に
な
り
、
回
覧
誌
を
運
営
す
る
適
切
な
規
模
が
定
め
ら
れ
た
。
「
作
文
会
」
時
代
の
回
覧
日
数
は
会
員
の
増
減
（
会
費
未
納
に
よ
る
回
覧
の
一
時
停
止
も
含
む
）
に
合
わ
せ
て
二
日
な
い
し
三
日
で
あ
り
、
人
数
の
規
定
は
な
か
っ
た
。
た
だ
し
、
一
九
〇
三
〔
明
治
三
六
年
〕
四
月
三
日
の
会
合
で
、
会
費
は
一
銭
五
厘
に
値
上
げ
し
、
五
厘
を
会
の
基
本
金
と
す
る
こ
と
、
回
覧
日
数
を
一
人
二
日
に
す
る
こ
と
に
改
め
ら
れ
た
（
『
深
山
の
花
』
・
『
文
の
千
草
』
）
。
明
治
三
七
年
一
月
に
は
遠
隔
地
の
会
員
に
は
郵
券
に
よ
る
納
付
を
認
め
た
（
『
深
山
の
花
』
・
『
文
の
千
草
』）。
神
戸
に
宇
津
木
忠
介
が
い
る
た
め
、
こ
の
よ
う
な
便
宜
を
図
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
新
た
な
会
員
も
加
わ
っ
た
。
風
間
と
入
営
先
で
知
り
合
っ
た
舩
城
雄
儀
は
遠
隔
地
の
大
沼
郡
か
ら
和
歌
や
新
体
詩
を
よ
せ
、
宇
津
木
兄
弟
の
末
弟
定
衛
と
縁
戚
の
宇
津
木
多
一
が
入
会
し
て
活
発
に
投
稿
し
た
。
一
九
〇
三
〔
明
治
三
六
〕
年
一
二
月
二
七
日
の
「
誌
友
会
」
で
は
、
「
本
誌
ノ
印
刷
ヲ
瀬
野
屋
書
店
ニ
依
托
ス
ル
コ
ト
」
「
本
誌
を
印
刷
に
附
し
、
こ
れ
を
会
員
に
配
布
す
る
こ
と
、
但
し
印
刷
費
ハ
一
部
五
銭
以
下
と
し
之
れ
よ
り
超
過
す
る
と
き
は
見
合
は
す
こ
と
」
な
ど
が
取
り
決
め
ら
れ
た
（
『
愛
菫
遺
稿
』
下
）
。
『
深
山
の
花
』
を
回
覧
誌
か
ら
印
刷
配
布
す
る
雑
誌
に
し
よ
う
と
計
画
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
し
か
し
、
会
が
軌
道
に
乗
り
か
け
た
矢
先
、
日
露
戦
争
が
勃
発
し
た
。
雑
誌
発
行
の
目
論
見
は
戦
争
に
よ
っ
て
頓
挫
し
、
風
間
、
菊
池
ら
が
応
召
し
て
風
間
は
戦
死
し
た
。
戦
後
、
「
文
学
攻
究
会
」
が
再
開
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
注
（
1）
菅
野
俊
之
「
会
津
の
書
誌
学
者
菊
池
研
介
略
伝
及
び
著
作
解
題
」
『
季
刊
・
総
合
雑
誌
ふ
く
し
ま
』
二
号
、
一
九
八
二
年
七
月
（
2）
福
島
県
師
範
教
育
に
つ
い
て
は
『
福
島
県
教
育
史
』
第
一
巻
、
一
九
七
二
年
（
3）
『
恥
は
わ
れ
ら
に
ほ
ま
れ
は
神
に
キ
リ
ス
ト
同
信
会
の
一
〇
〇
年
』、
同
信
社
、
一
九
八
九
年
（
4）
稲
葉
継
雄
『
旧
韓
末
「
日
語
学
校
」
の
研
究
』
、
九
州
大
学
出
版
会
、
一
九
九
七
年
（
5）
『
恥
は
わ
れ
ら
に
ほ
ま
れ
は
神
に
キ
リ
ス
ト
同
信
会
の
一
〇
〇
年
』
（
6）
『
蓮
沼
門
三
全
集
』
第
一
〇
巻
、
財
団
法
人
修
養
団
、
一
九
六
九
年
（
7）
宇
津
木
多
一
「
団
友
米
国
だ
よ
り
」
『
向
上
』
五
巻
二
号
、
一
九
一
二
〔
明
治
四
五
〕
年
二
月
参
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『
日
露
記
念
福
島
県
軍
人
名
誉
録
会
津
一
市
五
郡
之
部
』、
福
島
県
会
津
軍
人
彰
功
社
、
一
九
一
一
年
橋
本
春
蔵
編
『
福
島
県
教
育
関
係
者
職
員
録
』、
橋
本
太
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、
一
九
一
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年
『
渋
沢
栄
一
伝
記
資
料
』
第
四
三
巻
、
渋
沢
青
淵
記
念
財
団
竜
門
社
、
一
九
六
二
年
『
喜
多
方
市
史
』
第
八
巻
、
一
九
九
一
年
村
上
こ
ず
え
、
森
本
祥
子
「
井
上
哲
次
郎
『
巽
軒
日
記
明
治
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四
年
』
」
『
東
京
大
学
史
紀
要
』
三
四
号
、
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〇
一
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年
三
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※
本
稿
は
十
九
世
紀
文
学
研
究
会
第
十
回
研
究
会
（
二
〇
一
八
年
九
月
二
九
日
、
於
法
政
大
学
）
の
発
表
「
地
方
文
章
回
覧
誌
の
ブ
ン
ガ
ク
高
小
卒
と
い
う
可
能
態
と
地
域
社
会
」
の
一
部
を
元
に
し
た
も
の
で
あ
る
。
明
治
期
地
方
文
章
会
の
活
動
（
一
）
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